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■はじめに 

公益財団法人みらいファンド沖縄では、寄付者の想いをかたちにするために、寄付金の

使い道に対し条件を決めることができる基金(じぶん基金)を支援しています。じぶん基金

を活用して「宮里大八国際交流基金」を、沖縄の子どもたちに世界を経験させたいとの想

いで設立しました。  

宮里大八国際交流基金ではこれまで、世界 34カ国の大学生が参加し、地域の課題を解

決する成果発表を行う「エナクタス ワールドカップ（Enactus World Cup）」へ大学生の派

遣支援を行ってきました。その中で気づいたことは、大学生よりも若い世代である高校生

や中学生に世界を感じてもらう機会を提供することが重要であるということです。 

世界の若者は、中高生の頃から PBL（Problem Based Learning；問題解決型学習、Project 

Based Learning；課題解決型学習）型を行っています。 沖縄の中高生も、一度、世界に飛

び出し、世界の問題や地域の課題を気づいてもらい、世界にいる同世代の子ども達と出逢

う機会をつくるため、 英会話教材「スピークナチュラル」を活用した英語コミュニケー

ションのトレーニングを行い、アジアへの 旅費・滞在費を助成するプログラムを実施し

ました。 

 

■概要 

【沖縄では得られないアジアでの体験・冒険へ】  

今回のプロジェクトでは、選ばれた中高生の方々に英語によるコミュニケーションを高

めてもらうため、英語教材のスピークナチュラルを提供します。3週間、英語教材で英語

のトレーニングを行い、インドネシアでの海外での体験・冒険をしてもらいます。そのた

めの海外への旅費・滞在費、海外保険等の料金を助成します。  

沖縄の先人たちは万国津梁の精神により、世界との架け橋・交流によって繁栄を築いて

きました。今回の助成を活用して、中国や東南アジア、海外との交易を通して、人と文化

の架け橋を目指してきた琉球の先人から受け継いだ志を受け継いでくれることを期待して

います。 

 

【寄付によって期待される効果】 

 

沖縄とは違う人や文化にふれる機会を提供する 

↓ 

沖縄では得られないアジアの同世代が何を感じ、何を目標に生きているのかを知る 

↓ 

地域課題をグローバルな視点で考えるきっかけを作ることができる 

↓ 

自分自身の夢や目標を確認することができる 
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■プロジェクト実施関係者 

設立者：琉球大学 非常勤講師 / 沖縄市経済文化部観光振興課 主幹 宮里大八 

協力者：トビタテ！留学JAPAN地域人材コース 3期生 インドネシア在住 屋宜里佳 

 

採択者：前原 太陽（まえはら たいよう） 那覇中学校   2年生 

大川 花音（おおかわ かのん）  開邦高校    2年生 

引率者：桃原 花女（とうばる かな）   宜野湾高校   2年生 

 

■実施スケジュール 

募集期間： 2019年 7月 8日～7月 29日 

派遣期間： 2019年 8月 18日～8月 30日(インドネシア) 

募集対象： 沖縄における児童養護施設やひとり親家庭、里親家庭等の子どもたち 

 

■プログラム概要 

宮里大八国際交流基金では、ひとり親家庭、児童養護施設、里親家庭等の中高生を対象

に、2019年もアジアにいる同世代の子ども達と出逢う機会をつくるため、英会話教材 

「スピークナチュラル」を活用した英語コミュニケーションのトレーニングを行い、  

アジアへの旅費・滞在費を助成するプログラムを実施しました。 

今回、中学生、高校生から 7人の生徒から申し込みがあり、厳正な選考の上、上記の 2

人を決定しました。また、同世代のリーダーシップを学ぶ機会として、海外渡航及び海外

交流の経験があり、コミュニケーションを持つ高校生リーダーを引率者として選定しまし

た。 

 

■サポート内容 採択者に下記サポート内容を提供 

・資金補助－パスポート作成、海外保険、旅費、滞在費 

・英会話トレーニング 

・海外渡航の知識や目的形成 

・現地渡航の同行、活動視察 

 

■プロジェクト全体スケジュール 

英会話トレーニング 期間：8/1～ 

各学生に株式会社ロープスのスピークナチュラルを配布し、各自、派遣に向けた英語学

習を行いました。 
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海外派遣 

【インドネシア 期間：8/18～8/30 】 

受入先：バリ倶楽部 

事業内容：「ご案内します」が従来のツアー案内に対して、「一緒に冒険しましょう」

と、お客様が主体的に参加するツアーを OJIエクスプローラーとして提供しています。  

自然から学び、自然を考慮しながらもう一歩二歩深く入っていき、本物を体感することに

より新たな発見や気づきが生まれる旅を提供しています。バリの家庭でのホームスティ、

マンタとのシュノーケリングや SUP体験、地域の寺院やバリ舞踊見学、結婚式やお葬式の

参列、地元の子供たちとの交流のサポートと行っています。 

期 間：2019年 8月 18日(日)～8月 30日(金) 

 

■現地での様子 
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■成果報告会の実施 

日時：2019年 9月 28 日(土) 10時 00分～12時 00分 

場所：公益財団法人みらいファンド沖縄オフィス 

 

それぞれドリーマー自身の経験を、プレゼンテーション形式で発表しました。当日のプ

レゼンテーションは、家族や関係者がいる中で緊張しながらも、事前に作成した資料を見

せながら、パソコンやスマートフォンで制作した発表スライドを活用して報告を行いまし

た。発表者からは、「新しい文化に触れることができて貴重な体験だった」「ホームシッ

クになった時期もあったが、最後は帰りたくなくなった」「海外とつながる仕事をした

い」「これからもバリやアジアのことを考えていきたい」など、彼女らが現地で学び感じ

たことを今後の夢や目標にどうつなげていくのか、一生懸命発表していました。 

また、家族の皆さんからも「今回のプログラムで成長した姿を感じることができた」

「子供が将来の目標を見つけることができて良かった」「学校の関係者にも伝えていきた

い」などの声がありました。 

 

■成果報告会の写真 
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■当日の発表資料 

前原 太陽（まえはら たいよう） 那覇中学校   2年生 
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大川 花音（おおかわ かのん）  開邦高校    2年生 
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桃原 花女（とうばる かな）   宜野湾高校   2年生 
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■寄付者及び助成機関、関係者（過去の関係者含む） 

 ・公益財団法人みらいファンド沖縄 様、一般社団法人りゅうぎん国際化振興財団 様 

 ・城間恒司 様、岩崎公典 様、東浜克紀 様、平良瑠夏 様 

 ・沖縄地域社会ビジョン大学院 運営委員一同 様 

 ・LEQUIOS mobile（レキモ）様、ロープス株式会社 様、株式会社 Umore 様 

 

■助成金額 

  651,540 円   

■おわりに 

 本報告書をまとめるにあたって、多くの関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。 

今回採択された派遣者 2人と海外渡航経験がある引率者 1人の生徒が、インドネシアで沖

縄では味わえない体験を通し、多くの学びや気づきを得て帰国しました。 

帰国後の聞き取りや成果報告会での発表から、派遣者の 2人が夢や目標をより明確にす

ることができ、引率者はリーダーシップと更にコミュニケーション能力が上がったと感じ

られました。 

 今回の結果をもとに、関係機関と連携を図りながら、ひとり親家庭、里親家庭、児童養

護施設等の中高生や、より多くの生徒に海外渡航のチャンスが与えられるよう、プログラ

ムの横展開を行っていきます。 

宮里大八国際交流基金 創立者 宮里 大八 
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